


令和２年７月27日 ( 2 )む つ 社 協 だ よ り

【
基
本
方
針
】

今
日
の
地
域
社
会
で
は
、少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
、

核
家
族
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
貧
困
や
ひ
き
こ
も
り
、
長
期
不
就
労
と

い
っ
た
新
た
な
生
活
課
題
も
表
面
化
し
て
お
り
、
住
民

の
福
祉
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
、
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
に
向
け
た
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
世

帯
等
へ
の
支
援
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様

な
主
体
が
参
画
し
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
協
議
会
で
は
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
や
医
療
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
「
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
」
を
受
託
実
施
し
て
お
り
、
本
年

度
は
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
ロ
ン
活
動
、
各
種
交
流
会
な
ど
の
自
主
事

業
や
受
託
事
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
事
業

を
充
実
し
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で

は
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
居
場

所
づ
く
り
に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。
更
に
、
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
と
し
て
の
社
会
貢
献
活
動

「
青
森
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
実
施
等
、市
民
が

抱
え
る
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
等
と
の

協
働
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
研
修
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
広
報

活
動
等
に
よ
り
利
用
者
の
確
保
に
努
め
、
安
定
し
た
経

営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
施
設
運
営
を
図

る
た
め
、
地
域
に
密
着
し
た
特
色
の
あ
る
活
動
や
積
極

的
な
広
報
活
動
に
努
め
、
安
定
し
た
経
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
も
、市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、

期
待
に
応
え
ら
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

【
活
動
計
画
】

１

広
報
活
動
の
推
進

⑴

社
協
だ
よ
り
の
発
行
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

⑵

第
60
回
む
つ
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

２

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

⑴

ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ
ー
ル
の
開
催

⑵

地
域
福
祉
懇
談
会
の
開
催

⑶

ふ
れ
あ
い
広
場
事
業

⑷

世
代
間
ふ
れ
あ
い
交
流
会
開
催
事
業

⑸

助
成
事
業

⑹

福
祉
ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
新
規
事
業
の
開
発

⑺

ほ
の
ぼ
の
交
流
会
の
開
催

⑻

紅
葉
を
楽
し
む
会
の
開
催

⑼

い
き
い
き
温
泉
サ
ロ
ン
事
業

⑽

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

⑾

ふ
れ
あ
い
昼
食
会
の
開
催

⑿

い
き
い
き
交
流
会
開
催
事
業

⒀

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅
開
催
事
業

⒁

茶
話
や
か
サ
ロ
ン
開
催
事
業

⒂

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

⒃

第
40
回
ほ
ほ
え
み
の
つ
ど
い
の
開
催

⒄

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
開
催

⒅

第
51
回
む
つ
市
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

⑴

む
つ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
充
実

⑵

災
害
時
被
災
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

⑶

児
童
・
生
徒
等
の
福
祉
意
識
の
高
揚
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
促
進

４

生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑴

む
つ
市
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑵

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

⑶

心
配
ご
と
相
談
所
事
業

⑷

結
婚
相
談
所
事
業

⑸

社
会
貢
献
活
動
事
業

⑹

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⑺

成
年
後
見
制
度
監
督
業
務

⑻

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑼

助
け
合
い
資
金
貸
付
事
業

５

ひ
き
こ
も
り
対
策
支
援
事
業
の
推
進

⑴

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

⑵

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

６

共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

⑴

共
同
募
金
助
成
事
業

⑵

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
助
成
事
業

７

介
護
事
業
の
経
営

⑴

訪
問
介
護
事
業

⑵

居
宅
介
護
支
援
事
業

⑶

介
護
事
業
職
員
の
資
質
向
上

⑷

事
業
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

８

保
育
事
業
の
経
営

⑴

世
代
間
交
流
事
業

⑵

異
年
齢
児
交
流
事
業

⑶

経
営
基
盤
の
強
化

９

法
人
運
営
基
盤
の
強
化

⑴

法
人
運
営
及
び
組
織
体
制

⑵

会
員
加
入
の
促
進
と
会
費
の
増
収

⑶

役
職
員
研
修
等
へ
の
参
加

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後
の
状
況
に
よ
り
、

延
期
・
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



( 3 ) む つ 社 協 だ よ り 令和２年７月27日

令和２年度社会福祉事業収支予算書
１ 総括表 （単位：千円）

勘 定 科 目 予 算 額
会費収入 7,293
分担金収入 1,230
寄付金収入 1,310
経常経費補助金収入 83,337
受託金収入 50,706
貸付事業収入 2,500
事業収入 1,723
介護保険事業収入 29,480
保育事業収入 57,462
障害福祉サービス等事業収入 1,920
受取利息配当金収入 8
その他の収入 262
施設整備等補助金収入 0
基金積立資産取崩収入 18,000
積立資産取崩収入 6,195
前期末支払資金残高 40,559

合 計 301,985

２ 法人本部拠点区分 （単位：千円）

３ ホームヘルパー拠点区分 （単位：千円）
勘 定 科 目 予 算 額

介護保険事業収入 29,480
障害福祉サービス等事業収入 1,920
受取利息配当金収入 1
その他の収入 12
積立資産取崩収入 195
前期末支払資金残高 9,123

合 計 40,731

４ 近川保育園拠点区分 （単位：千円）

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 170,085
事業費支出 48,063
事務費支出 11,080
貸付事業支出 2,500
助成金支出 1,240
負担金支出 646
固定資産取得支出 6,000
基金積立資産支出 18,000
積立資産支出 1,275
予備費支出 1,473
当期末支払資金残高 41,623

合 計 301,985

勘 定 科 目 予 算 額
会費収入 7,293
分担金収入 1,230
寄付金収入 1,310
経常経費補助金収入 83,337
受託金収入 50,706
貸付事業収入 2,500
事業収入 1,723
受取利息配当金収入 5
その他の収入 250
基金積立資産取崩収入 18,000
拠点区分間繰入金収入 1,439
前期末支払資金残高 24,238

合 計 192,031

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 98,338
事業費支出 34,316
事務費支出 10,217
貸付事業支出 2,500
助成金支出 1,240
負担金支出 646
基金積立資産支出 18,000
積立資産支出 576
予備費支出 896
当期末支払資金残高 25,302

合 計 192,031

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 24,380
事業費支出 5,136
事務費支出 426
積立資産支出 230
拠点区分間繰入金支出 1,189
予備費 247
当期末支払資金残高 9,123

合 計 40,731

勘 定 科 目 予 算 額
保育事業収入 57,462
受取利息配当金収入 2
積立資産取崩収入 6,000
前期末支払資金残高 7,198

合 計 70,662

勘 定 科 目 予 算 額
人件費支出 47,367
事業費支出 8,611
事務費支出 437
固定資産取得支出 6,000
積立資産支出 469
拠点区分間繰入金支出 250
予備費支出 330
当期末支払資金残高 7,198

合 計 70,662



令和２年７月27日 ( 4 )む つ 社 協 だ よ り

⑵

ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
事
業(協

力
員

187
名
)

⑶

紅
葉
を
楽
し
む
会

(参
加

71
名
)

⑷

ほ
ほ
え
み
の
つ
ど
い
事
業

(参
加

160
名
)

⑸

福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
(応
募

217
点
)

⑹

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

(参
加

181
名
)

⑺

ふ
れ
あ
い
福
祉
展
事
業

(来
場
者

600
名
)

⑻

ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ザ
ー
ル
事
業(開

催

８
回
)

⑼

い
き
い
き
温
泉
サ
ロ
ン
事
業
(利
用
延
458
名
)

⑽

地
域
福
祉
懇
談
会

(開
催

４
回
)

⑾

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業

(参
加

38
名
)

⑿

ふ
れ
あ
い
広
場
事
業

(参
加

81
名
)

⒀

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

(参
加
延
44
名
)

⒁

い
き
い
き
交
流
会
事
業

(参
加
延
128
名
)

⒂

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅

(参
加

68
名
)

⒃

世
代
間
ふ
れ
あ
い
交
流
会

(参
加

140
名
)

⒄

茶
話
や
か
サ
ロ
ン
開
催
事
業
(参
加
延
1,144
名
)

⒅

む
つ
市
敬
老
会
開
催
事
業
（
参
加

804
名
)

⒆

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業(参

加
延
6,038
名
)

⒇

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

(21)

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

(修
了

18
名
)

(22)

地
域
福
祉
活
動
支
援
助
成
事
業

(助
成

30
団
体
)

(23)

近
川
保
育
園
の
運
営

(利
用

45
名
)

５

介
護
サ
ー
ビ
ス

⑴

居
宅
介
護
支
援
事
業

(利
用

48
名
)

⑵

訪
問
介
護
事
業

(利
用

39
名
)

⑶

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

(利
用

５
名
)

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
や

寄
付
金
・
共
同
募
金
助
成
金
な
ど
で
関
係
機
関
や
団

体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
そ
し
て
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
次
の
各
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

１

福
祉
活
動
の
啓
発

⑴

社
会
福
祉
大
会

(出
席

270
名
)

⑵

広
報
誌
発
行

(発
行

５
回
)

⑶

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

(通
年
)

２

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

⑴

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

(利
用
延
2,716
回
)

⑵

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
事
業(設

置

９
器
)

３

悩
み
ご
と
の
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
支
援

⑴

心
配
ご
と
相
談

(相
談

26
件
)

⑵

結
婚
相
談

(相
談

８
件
)

⑶

社
会
貢
献
活
動
事
業

(援
助

10
件
)

⑷

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
(相
談

11
件
)

⑸

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

(貸
付

１
件
)

⑹

助
け
合
い
資
金
貸
付
事
業

(貸
付

46
件
)

⑺

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

(利
用

29
件
)

⑻

成
年
後
見
制
度
監
督
業
務

(実
施
４
件
)

４

地
域
福
祉
の
推
進

⑴

ほ
の
ぼ
の
交
流
会

(開
催

29
回
)

⑷

軽
度
生
活
援
助
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
(利
用

２
名
)

⑸

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
事
業
(利
用

３
名
)

⑹

介
護
予
防
支
援
事
業

(利
用

６
名
)

６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

⑴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付

(受
付

３
件
)

⑵

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
受
付(受

付

1,074
名
)

⑶

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

(派
遣

０
件
)

⑷

無
縁
仏
供
養
会
事
業

(出
席

23
名
)

⑸

車
椅
子
貸
出
事
業

(貸
出

70
台
)

⑹

災
害
見
舞
事
業

(災
害

０
件
)

⑺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

(参
加

109
名
)

７

会
務
運
営

⑴

正
副
会
長
会
議

(開
催

13
回
)

⑵

理
事
会

(開
催

４
回
)

⑶

評
議
員
会

(開
催

２
回
)

⑷

各
部
会
・
委
員
会

(開
催

６
回
)

⑸

監
査
会

(開
催

４
回
)

ほほえみのつどい

ふれあいバスの旅



( 5 ) む つ 社 協 だ よ り 令和２年７月27日

令和元年度社会福祉事業収支決算書
１ 資金収支計算書 (自)平成31年４月１日 (至)令和２年３月31日 （単位：円）

借 方
勘 定 科 目 決 算 額

人件費支出 175,065,892
事業費支出 39,313,240
事務費支出 9,782,258
貸付事業支出 1,400,000
助成金支出 1,240,000
負担金支出 618,600
返還金支出 1,207,245
流動資産評価損等による資金減少額 245,000
固定資産取得支出 2,629,860
積立資産支出 4,071,068
当期末支払資金残高 36,993,990

合 計 272,567,153

２ 事業活動計算書 (自)平成31年４月１日 (至)令和２年３月31日 （単位：円）
借 方

勘 定 科 目 決 算 額
人件費 176,342,975
事業費 39,313,240
事務費 9,782,258
助成金費用 1,240,000
負担金費用 618,600
減価償却費 1,720,322
国庫補助金等特別積立金取崩額 △379,645
徴収不能引当金繰入 58,300
固定資産売却損・処分損 2
国庫補助金等特別積立金積立額 1,640,000
返還金費用 1,207,245
その他の積立金積立額 3,000,500
次期繰越活動増減差額 48,767,827

合 計 283,311,624

３ 貸借対照表 令和２年３月31日現在 （単位：円）
資 産 の 部 金 額

流動資産 54,484,673
現金預金 41,692,650
事業未収金 13,538,376
立替金 0
前払金 1,736,547
徴収不能引当金 △2,482,900
固定資産 94,402,972
基本財産 13,450,003
その他の固定資産 80,952,969

資産の部合計 148,887,645

貸 方
勘 定 科 目 決 算 額

会費収入 7,117,700
分担金収入 1,379,850
寄附金収入 1,131,585
経常経費補助金収入 75,144,393
受託金収入 46,247,875
貸付事業収入 1,599,408
事業収入 1,884,660
介護保険事業収入 28,190,330
保育事業収入 63,548,358
障害福祉サービス等事業収入 2,029,430
受取利息配当金収入 6,775
その他の収入 274,965
施設設備等補助金収入 1,640,000
固定資産売却収入 30,000
積立資産取崩収入 438,578
前期末支払資金残高 41,903,246

合 計 272,567,153

貸 方
勘 定 科 目 決 算 額

会費収益 7,117,700
分担金収益 1,379,850
寄附金収益 1,131,585
経常経費補助金収益 75,144,393
受託金収益 46,247,875
貸付事業収益 15,408
事業収益 1,884,660
介護保険事業収益 28,190,330
保育事業収益 63,548,358
障害福祉サービス等事業収益 2,029,430
その他の収益 1,760
受取利息配当金収益 6,775
その他のサービス活動外収益 273,205
施設整備等補助金収益 1,640,000
固定資産売却収益 30,000
前期繰越活動増減差額 54,670,295

合 計 283,311,624

負 債 の 部 金 額
流動負債 29,408,487
事業未払金 17,563,941
預り金 28,471
職員預り金 2,259,371
前受金 121,800
賞与引当金 9,434,904
固定負債 16,862,838
退職給付引当金 16,862,838

負債の部合計 46,271,325
純 資 産 の 部 金 額

基金 34,400,000
国庫補助金等特別積立金 2,091,359
その他の積立金 17,357,134
次期繰越活動増減差額 48,767,827

純資産の部合計 102,616,320
負債及び純資産の部合計 148,887,645
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子
育
て
世
代
の
就
労
支
援
等
を
目
的
に
認
可
保
育
園

を
設
置
開
設
し
て
お
り
、
随
時
入
園
児
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

当
園
の
特
色
と
し
て
、
和
太
鼓
を
通
じ
「
集
中
力
」

「
持
続
力
」「
協
調
性
」
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
季

節
に
応
じ
た
諸
行
事
及
び
延
長
保
育
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

◎
入
園
の
ご
案
内

●
入
園
要
件

・
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

・
疾
病
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
場
合

・
出
産
、
求
職
活
動
中
の
場
合
(ご
相
談
く
だ
さ
い
)

●
受
入
年
齢

生
後
４
か
月
～
小
学
校
就
学
未
満

●
入
園
定
員

50
名

●
開
園
時
間

午
前
７
時
～
午
後
６
時
30
分

（
延
長
保
育
含
む
）

◎
主
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

●
延
長
保
育

午
後
６
時
～
６
時
30
分

●
乳
児
保
育

生
後
４
か
月
～

●
障
害
児
保
育

集
団
生
活
が
可
能
の
園
児

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
給
食

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
に

は
、
安
心
し
て
美
味
し
い
給
食
を
提
供
す
る
た

め
、
医
師
の
診
断
書
を
提
供
い
た
だ
き
、
ア
レ

ル
ギ
ー
食
品
を
完
全
除
去
を
し
、
代
替
え
食
品

に
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
バ
ス
送
迎

希
望
に
よ
り
、
保
育
園
ま
で
の
送
迎

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

◎
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
本
人
や
家
族
等
に
対
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ
い
て
学

び
、
自
分
に
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
日

時

10
月
３
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

※
後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
令
和
３
年
３

月
に
開
催
予
定

●
内

容

・
対
象
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
支
援

の
あ
り
方

・
居
場
所
支
援
に
つ
い
て
考
え
よ
う

・
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
よ
う

●
会

場

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

２
Ｆ
「
フ
ロ
ー
ラ
」

●
参
加
者

む
つ
市
在
住
の
方

●
定

員

30
名
（
講
座
終
了
後
に
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
、
継
続

的
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
。）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
み

９
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

生
活
支
援
課

☎

33
‒
３
０
２
３

◎
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

住
民
主
体
の
支
え
合
い
活
動
を

推
進
し
ま
す
！

～
む
つ
市
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
～

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
や
支
援
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
地
域
組
織
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
な
ど
地
域
の
多
様
な
主
体
が

連
携
を
図
り
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
が
行
わ
れ

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

本
会
は
む
つ
市

か
ら
「
む
つ
市
生

活
支
援
体
制
整
備

事
業
」を
受
託
し
、

市
内
５
地
区
（
田

名
部
・
大
湊
・
川

内
・
大
畑
・
脇
野

沢
）
に
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
。
住

民
主
体
に
よ
る
生

活
支
援
・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
図
ら
れ
る
よ

う
身
近
な
地
域
で

の
支
え
合
い
の
ま

ち
づ
く
り
を
す
す

め
ま
す
。
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◎
第
51
回
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

む
つ
下
北
管
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
作

文
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
家

族
や
友
達
、
高
齢
の
方
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
お

持
ち
の
方
等
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
考

え
た
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容
・「
福
祉
」に
関
す
る
こ
と
に
触
れ

ら
れ
て
い
れ
ば
、
題
目
は
自
由

と
し
ま
す
。

・
一
人
一
遍
と
し
、
400
字
詰
め
原

稿
用
紙
４
枚
以
内
と
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
に
は
、
応
募
者
の
名

前
(ふ
り
が
な
)、
学
校
名
、
学

年
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
賞

最
優
秀
賞
５
点
、
優
秀
賞
５
点
、

佳
作
10
点
程
度
選
出
し
ま
す
。
入

選
者
に
は
、
賞
状
、
額
縁
及
び
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま

た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

●
募
集
締
切

令
和
２
年
10
月
２
日
(金
)必
着

●
応
募
先

本

所

☎
33
‒
３
０
２
３

川
内
支
所

☎
42
‒
２
０
０
２

大
畑
支
所

☎
34
‒
３
５
３
７

脇
野
沢
支
所

☎
44
‒
３
５
５
０

◎
第
50
回
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

本
会
で
は
、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
福
祉
に
ふ
れ
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
」へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

日
々
の
生
活
で
の
福
祉
体
験
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
を
通
し
て
得
た
思
い
な
ど
を
作
文
で
表
現
す
る

こ
と
を
通
じ
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
「
福
祉
の

心
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
し
て
ま
す
。

今
回
は
、
小
学
生
22
点
、
中
学
生
195
点
と
あ
わ
せ

て
217
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
下
北
国
語
研
究
会
の
四

戸
会
長
様
他
５
名
の
先
生
方
に
よ
る
審
査
を
経
て
、

最
優
秀
賞
５
作
品
、
優
秀
賞
５
作
品
、
佳
作
10
作
品

の
計
20
作
品
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞
の
部

『
助
け
合
い
と
工
夫
』

東
通
小
学
校

６
年

相

内

美

佑

『「
み
ん
な
が
つ
な
が
る
世
界
」
を
作
る
』

田
名
部
中
学
校

１
年

新

谷

千

洋

『
あ
な
た
の
そ
の
心
で
』

大
平
中
学
校

２
年

川

村

梨

乃

『
み
ん
な
同
じ
で
み
ん
な
仲
間
』

風
間
浦
中
学
校

２
年

傳

法

美

姫

『
交
流
の
大
切
さ
』

近
川
中
学
校

３
年

工

藤

佑

月

●
優
秀
賞
の
部

『
オ
レ
ン
ジ
色
の
温
か
さ
』

正
津
川
小
学
校

６
年

新
井
田

葉

夏

『
大
切
な
人
』

田
名
部
中
学
校

１
年

久

慈

遥

香

『
弟
と
の
生
活
と
福
祉
』

大
湊
中
学
校

１
年

外

﨑

新

『
本
当
に
な
り
た
い
も
の
』

風
間
浦
中
学
校

２
年

宮

古

純

怜

『
幸
せ
の
形
』

近
川
中
学
校

３
年

笹

原

望

愛

●
佳
作
の
部

『
入
院
し
た
こ
と
』

正
津
川
小
学
校

３
年

小
助
川

雅

光

『
く
ら
し
や
す
い
町
へ
』

第
三
田
名
部
小
学
校４

年

山

崎

優
里
杏

『
心
を
通
わ
せ
』

田
名
部
中
学
校

１
年

山

崎

遥

陽

『
あ
る
日
の
出
来
事
か
ら
』

大
平
中
学
校

１
年

利

木

希

奏

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
』

佐
井
中
学
校

１
年

田

中

柊

雅

『
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
』

大
畑
中
学
校

２
年

岩

谷

悠

生

『
高
齢
化
社
会
を
生
き
る
中
で
』

大
畑
中
学
校

２
年

川

口

凜

『
介
護
の
必
要
性
』

大
畑
中
学
校

２
年

原

穂
乃
佳

『
高
梨
さ
ん
と
の
出
会
い
』

大
湊
中
学
校

３
年

௰

啓

生

『
支
え
る
人
支
え
ら
れ
る
人
』

脇
野
沢
中
学
校

３
年

山

﨑

栞

奈

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時
の
も
の
で
す



















































令和２年７月27日 ( 8 )む つ 社 協 だ よ り

◎
む
つ
市
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

ひ
き
こ
も
り
に
悩
ん
で
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
が
続
く
と
ご
本
人
だ
け
で
な

く
ご
家
族
も
心
配
や
不
安
が
募
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
様
々
な
背
景

が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

態
に
応
じ
た
対
応
を
考
え
、
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
も
う
遅
い
」
な
ど
と
あ
き
ら
め
た
り
、
家
族
だ

け
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

◎
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
集
い

「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」

青
年
期
の
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
の
状
態
に
あ

り
社
会
参
加
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
家
庭
以
外
の

居
場
所
や
同
世
代
を
中
心
と
し
た
対
人
関
係
を
経
験

す
る
場
を
提
供
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
に
相
談
に

来
ら
れ
、「
ふ
ら
っ
と
ほ
ー
む
」へ

の
参
加
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
方
。

●
場

所
む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

ス
ポ
ー
ツ
･レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
･

話
し
合
い
等

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

◎
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

「
ほ
っ
と
す
ぺ
ー
す
」

ひ
き
こ
も
り
や
心
の
悩
み
を
抱
え
、
な
か
な
か
社

会
と
つ
な
が
れ
ず
に
い
る
ご
本
人
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
家
族
会
で
す
。
本
人
の
年
齢
、
家
に
い
る

期
間
、
病
気
や
障
害
の
有
無
な
ど
、
本
当
に
様
々
で

す
が
、「
な
ん
て
声
を
か
け
た
ら
い
い
か
」「
ど
う
関

わ
っ
た
ら
い
い
か
」
と
い
っ
た
悩
み
は
皆
さ
ん
共
通

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
心
が
少
し
で
も

軽
く
な
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
共
に
考
え
て
ま
い
り

ま
す
。

●
場

所
む
つ
市
海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費

無
料

●
活
動
内
容

精
神
保
健
福
祉
士
・
保
健
師
等
に

よ
る
講
話
や
座
談
会
、
参
加
者
同

士
の
体
験
を
語
る
話
し
合
い
、
ひ

き
こ
も
り
に
関
す
る
基
本
的
な
理

解
及
び
対
応
を
検
討
す
る
た
め
の

研
修
等
。

●
問
合
せ
先

ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

☎
22
‒
２
７
３
１

日 程
月 日
７ ３１(金)
８ ２８(金)
９ ２５(金)
１０ ２３(金)
１１ ２０(金)
１２ ２５(金)
１ ２９(金)
２ ２６(金)
３ ２６(金)
１３:３０～１５:３０

日 程
月 日
８ ７(金)
９ １１(金)
１０ ９(金)
１１ ６(金)
１２ １１(金)
１ １５(金)
２ １２(金)
３ １２(金)
１３:３０～１５:３０
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◎
結
婚
相
談
所
入
会
の
ご
案
内

●
結
婚
相
談
所
と
は
？

毎
週
月
曜
日
（
年
末
年
始
除
く
、
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
10
時
～
15
時
に
本
会
本
所
内
に
相

談
員
を
配
置
し
、結
婚
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、

婚
活
を
す
す
め
る
上
で
の
相
談
と
入
会
者
同
士

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
、
相

談
に
係
る
費
用
は
全
て
無
料
で
す
。

●
結
婚
相
談
所
に
入
会
で
き
る
方
は
？

む
つ
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
20
歳
以
上

50
歳
以
下
の
独
身
者
及
び
市
外
在
住
者
で
、
結

婚
後
に
市
内
在
住
を
考
え
て
い
る
方
。

●
入
会
方
法

①
入
会
手
続
き
は
、本
所
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

②
入
会
手
続
き
は
、
本
人
ま
た
は
三
親
等
以

内
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

③
手
続
き
の
際
に
準
備
い
た
だ
く
も
の
は
次
の

３
点
で
す
。

・
顔
写
真
（
Ｌ
判
の
異
な
る
２
枚
）

・
は
ん
こ

・
独
身
証
明
書
（
本
籍
地
の
行
政
窓
口
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
取
得
手
数
料
の
レ
シ
ー
ト

を
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
本
会
で
取
得
手
数

料
分
を
援
助
し
ま
す
。）

④
登
録
期
間
は
、
入
会
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

２
年
経
過
前
に
51
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

は
、51
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
お
相
手
選
び
か
ら
ご
紹
介
ま
で

個
人
情
報
に
配
慮
し
な
が
ら
、
提
出
い
た
だ

い
た
顔
写
真
等
を
も
と
に
、
条
件
の
あ
う
入
会

者
同
士
の
お
見
合
い
を
相
談
員
が
調
整
し
ま

す
。

●
問
合
せ
先

結
婚
相
談
所

☎
22
‒
２
７
３
１

生
活
支
援
課

☎
33
‒
３
０
２
３

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

本
会
で
は
、
24
時
間
・
年
中
無
休
で
次
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
介
護
の
こ
と
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
る
団

体
・
個
人
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
登
録
を
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必

要
と
す
る
方
々
も

随
時
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

地
域
福
祉
課

☎
33
‒
３
０
２
３

●
指
定
訪
問
介
護
事
業

介
護
歴
15
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
を
筆
頭
に
経

験
豊
富
な
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
質
の
高
い
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
在
宅
生
活
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

・
自
己
負
担
目
安
額
（
介
護
保
険
の
場
合
）

①
身
体
介
護
（
入
浴
、
排
泄
、
食
事
、
更
衣
等
）

20
分
以
上
30
分
未
満

249
円

30
分
以
上
1
時
間

395
円

②
生
活
援
助
（
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
物
等
）

20
分
以
上
45
分
未
満

182
円

45
分
以
上

224
円

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
自
立
し

た
在
宅
生
活
の
実
現
に
向
け
て
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
共
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
考
え
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

☎
33
‒
２
３
５
５
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

☎
23
‒
９
１
１
９
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
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むつ市社会福祉協議会会員へのご加入にご協力をお願いいたします｡
むつ市社会福祉協議会（以下「社協」といいます｡)は、地域の皆様に支えられた民間の福祉団体です。
社協の事業を進めるための財源は、会員会費、寄付金のほかに、青森県社会福祉協議会、青森県共同

募金会及び市からの補助金、助成金及び受託金により賄われています。
社協は、営利を目的としていないため、事業を維持・発展させるための資金を集めることが大きな課

題となっています。
このうち会員会費と寄付金は、社協が民間福祉の推進機関として、自立的な活動を展開するための重

要な資金となっています。
社協の活動をご理解いただき、ひとりでも多くの皆様の社協会員へのご協力をお願いいたします。

◇ 会員の種類 ◇

区 分 対 象 年 会 費

正 会 員 本会の理事・監事・評議員及び職員 3,000円

普通会員 むつ市に住所を有する世帯／町内会等の市民組織団体、福祉関係組織及び団体 1,000円から

賛助会員 社会福祉に関心を有し、本会の目的に賛同する一般個人又は法人団体等 3,000円から

◇ 入会方法 ◇
会員にご加入いただける場合は、本会へご連絡をいただけますと職員が伺い、入会申込書に必要事項

をご記入いただき、会費納入方法等についてご案内させていただきます。
○ 問合せ・連絡先 総務課 ☎33-3023

本広報誌は、共同募金助成金により作成したものです。

匿 名 様 45,228円
龍 本 寺 様 36,000円
清澤寺除夜鐘の会 様 21,300円
匿 名 様 5,000円
須 藤 理 様 10,831円
匿 名 様 13,730円
大湊カトリック幼稚園 様 11,420円
田名部カトリック幼稚園教職員・園児一同 様
10,430円
シルバー人材センター友の会 様 5,000円
中村古文書塾 様 6,000円
匿 名（脇野沢） 様 30,000円
匿 名 様 10,000円
匿 名（脇野沢） 様 50,000円
旧下北アピオス振興会 様 34,601円
おしまこ流し踊り大畑愛好会
代表鶴ケ崎敏子 他参加者一同 様 28,746円

下北連合婦人会 様 30,000円
匿 名 様 50,000円
匿 名 様  2,000円
一ノ瀬 秀 子 様  5,000円
石 谷 英 子 様  5,000円

匿 名 様 衣類 多数
一般社団法人公済会 様 楯 20個
㈱青森銀行むつ支店 様 テント 一式
匿 名 様 ポータブルトイレ １台
むつ市自衛隊家族会 様 消毒液 １箱

令和２年１月１日から令和２年６月30日まで


